
                        

                        

八
王
子
車
人
形 

 

八
王
子
の
車
人
形
は
、
東
京
都
を
代
表

す
る
伝
統
人
形
芝
居
で
あ
る
。
海
外
公
演

も
多
数
行
い
、
今
で
は
日
本
を
代
表
す
る

民
族
文
化
財
と
い
え
る
。 

し
か
し
、
半
世
紀
前
は
観
客
を
集
め
る

の
に
苦
労
を
強
い
ら
れ
、
語
り
の
説
経
節

に
至
っ
て
は
、
風
前
の
灯
火
と
い
う
状
態

で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
五
代
目
西
川
古
柳

を
中
心
に
、
市
民
、
行
政
そ
れ
に
研
究
者

が
協
力
し
合
い
地
保
存
・
伝
承
に
尽
力
し

た
。
お
か
げ
で
今
日
の
八
王
子
車
人
形
の

繁
栄
に
繋
が
っ
た
と
い
え
る
。 

 

八
王
子
車
人
形
は
、
多
く
の
人
々
が
関

わ
り
環
境
整
備
を
行
い
、
国
内
外
に
発
信

出
来
る
ま
で
に
な
っ
た
。
難
題
の
多
い
伝

承
文
化
に
、
一
条
の
光
が
差
し
た
と
言
え

よ
う
。 

 

八
王
子
車
人
形
は
、
国
の
選
択
無
形
文

化
財
、
東
京
都
の
指
定
無
形
文
化
財
で
あ

る
。 

  
日
ひ

高 川
だ か が わ

入 相
い り あ い

花 王
ざ く ら
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◇
散
歩
の
み
ど
こ
ろ 

 

都
道
六
十
一
号
線
山
田
宮
の
前
線
の
グ

リ
ー
ン
タ
ウ
ン
入
口
バ
ス
停
か
ら
小
田
野

城
跡
、
御
嶽
神
社
ま
で
凡
そ
四
㎞
の
行
程
。 

 

バ
ス
停
を
出
発
し
、
八
王
子
城
の
出
城

で
、
北
条
氏
照
の
家
臣
小
田
野
源
太
左
衛

門
の
小
田
野
城
跡
を
見
学
。
そ
こ
か
ら
鎌

倉
古
道
に
出
て
少
し
歩
く
と
、
松
姫
と
縁

の
深
い
心
源
院
に
着
く
。
寺
か
ら
再
度
鎌

倉
古
道
に
出
て
、
陣
馬
街
道
へ
と
歩
く
。

そ
の
街
道
筋
に
世
界
的
に
有
名
な
写
真
家

前
田
真
三
の
生
家
が
あ
る
。
屋
敷
門
を
見

な
が
ら
街
道
を
少
し
下
る
と
、
左
側
に
二

十
三
夜
塔
、
さ
ら
に
庚
申
塔
が
建
っ
て
い

る
。
街
道
を
戻
り
、
少
し
先
を
左
に
曲
が

る
と
陣
馬
街
道
で
一
番
古
い
場
所
に
出
る
。

こ
こ
が
、
八
王
子
車
人
形
の
西
川
古
柳
座

稽
古
場
で
あ
る
。
ま
た
街
道
を
戻
り
左
へ

曲
が
る
。
民
家
を
過
ぎ
、
農
道
を
抜
け
た

所
が
御
嶽
神
社
で
あ
る
。
百
八
灯
の
ろ
う

そ
く
祭
り
で
有
名
。
神
社
参
拝
後
、
山
田

宮
の
前
線
、
恩
方
上
宿
バ
ス
停
で
解
散
。 

①
小
田
野
城
跡□

国 西
寺
方
町
一
四
五
外 

小
田
野
城
址
は
、
八
王
子
城
の
出
城
と

考
え
ら
れ
、
北
条
氏
照
の
家
臣
小
田
野
源

太
左
衛
門
屋
敷
跡
の
伝
承
を
も
つ
戦
国
時

代
の
城
郭
跡
で
あ
る
。
案
下
道
（
陣
馬
街

道
）
を
見
下
ろ
す
防
御
拠
点
に
位
置
し
、

独
立
丘
状
の
地
形
を
利
用
し
て
築
か
れ
、

八
王
子
城
城
落
と
共
に
荒
廃
し
た
と
考
え

ら
れ
る
。 

主
郭
部
分
は
広
範
囲
に
わ
た
り
、
後
世

の
改
変
を
受
け
て
い
る
た
め
、
往
時
の
状

態
は
明
確
で
は
な
い
。
二
ヶ
所
の
郭
構
成

で
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
、
そ
の
周
囲
に
数

段
の
腰
曲
輪
が
あ
っ
た
か
と
思
わ
れ
る
。 

昭
和
五
十
四
年
か
ら
五
十
五
年
（
一
九

七
九
～
八
十
）
に
行
わ
れ
た
本
調
査
で
は
、

北
側
に
二
段
の
腰
曲
輪
、
南
側
で
は
土
橋
、

堀
、
枡
形
状
遺
構
な
ど
防
御
施
設
が
発
見

さ
れ
、
陶
磁
器
類
の
破
片
や
古
銭
、
鉄
砲

の
弾
な
ど
が
出
土
し
て
い
る
。 

  

                        

小田野トンネル 国道６１号線 鎌倉古道 
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小野田城跡（城上の広場） 土塁または遺構跡 

小田野城跡調査の全景 
（東側より） 

枡形状遺構（北西より） 

腰曲輪（北より） 土橋（東より） 
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②
深
澤
山

心
源
院 

下
恩
方
町
一
九
七
〇 

宗
派 

曹
洞
宗 

本
尊 

釋
迦
如
来 

 

寺
宝 

四
脚
門
（
室
町
時
代
の
古
建
造
） 

開
基 

大
石
道
俊
定
久 

開
創 

延
喜
年
間
（
九
〇
一
～
二
三
） 

戦
国
時
代
に
は
北
条
氏
照
な
ど
の
在
地

武
士
階
級
の
帰
依
を
受
け
繁
栄
し
た
。
天

正
十
年
（
一
五
八
二
）
、
当
時
の
住
職
ト
山

舜
悦
（
随
翁
）
は
武
田
信
玄
の
娘
松
姫
を

手
厚
く
擁
護
し
た
。
寺
の
門
前
に
は
、
川

原
宿
の
名
主
関
口
八
兵
衛
が
寄
進
し
た
六

地
蔵
が
建
っ
て
い
る
。
寺
内
の
墓
地
に
は
、

下
原
刀
匠
山
本
照
重
一
家
の
墓
、
天
然
理

心
流
の
山
本
満
次
郎
最
武
の
墓
が
あ
る
。

山
門
近
く
に
は
、
こ
の
地
域
で
医
術
に
貢

献
し
た
小
谷
田
子
寅
の
碑
が
建
っ
て
い
る
。 

     

                       

●
ト
山
舜
悦
和
尚 

舜
悦
和
尚
は
名
を
随
翁
と
い
い
、
ト
山

と
号
し
た
。
永
正
四
年
（
一
五
〇
七
）
二

月
五
日
南
多
摩
郡
川
口
村
奈
良
原
（
現
在

八
王
子
市
楢
原
町
）
の
農
家
に
生
ま
れ
た
。

舜
悦
の
母
は
霊
感
で
身
籠
っ
た
と
い
う
。

母
の
両
親
は
、
そ
の
夫
が
分
か
ら
な
い
ま

ま
産
ま
れ
た
こ
と
を
強
く
は
じ
て
母
を
追

い
出
し
て
し
ま
っ
た
。
母
は
児
を
背
負
い

越
津
（
小
津
）
の
山
中
を
さ
迷
い
（
山
入

村
、
美
山
町
説
も
あ
る
）
思
い
余
っ
て
我

が
児
を
滝
の
沢
辺
り
の
老
松
の
根
元
に
捨

て
た
。
三
日
後
、
再
び
捨
て
た
場
所
へ
も

ど
っ
て
み
る
と
、
児
は
す
こ
ぶ
る
元
気
な

の
に
驚
き
、
家
に
連
れ
帰
り
大
切
に
育
て

た
と
い
う
。
ま
た
、
一
説
に
は
、
方
丈
さ

ん
に
拾
わ
れ
た
と
い
う
。
捨
て
た
場
所
を

今
で
も
「
餓
鬼
ガ
谷
戸
」
と
呼
ぶ
。 

成
長
す
る
に
つ
け
聡
明
で
あ
り
、
書
は

一
覧
し
て
よ
く
記
憶
す
る
程
で
あ
っ
た
。

十
三
歳
の
時
、
山
田
の
広
園
寺
に
出
家
し

翌
年
落
髪
し
て
具
戒
を
受
け
る
。
そ
の
後

諸
方
を
遊
暦
す
る
。
天
文
六
年
（
一
五
三

六地蔵の中で 
一番大きな地蔵 

四 脚 門 心源院本堂 
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七
）
の
秋
、
舜
悦
三
十
一
歳
の
時
、
越
前

（
福
井
県
）
の
永
平
寺
で
承
陽
大
師
（
じ

ょ
う
よ
う
だ
い
し
／
道
元
の
諡
号
）
か
ら

法
を
受
け
、
修
道
大
に
進
む
。 

弘
治
年
間
（
一
五
五
五
～
五
八
）
恩
方

村
（
八
王
子
市
下
恩
方
町
）
心
源
院
に
帰

る
。
こ
の
時
、
北
条
氏
照
は
ま
だ
滝
山
城

に
い
た
が
、
既
に
そ
の
高
風
を
慕
っ
て
親

し
く
教
え
を
受
け
た
と
い
う
。
そ
の
後
、

八
王
子
城
に
移
っ
て
も
和
尚
を
深
く
帰
依

し
、「
朝
遊
軒
」
と
い
う
一
屋
を
城
内
に
設

け
、
武
将
等
と
共
に
和
尚
の
話
に
心
酔
し

た
と
い
う
。
北
条
氏
照
が
八
王
子
城
主
と

し
て
、
そ
の
高
名
を
謳
わ
れ
た
所
以
の
一

つ
に
舜
悦
の
力
は
大
き
い
。
当
時
、
氏
照

の
夫
人
比
佐
、
信
玄
の
息
女
松
姫
、
片
倉

城
主
大
江
備
中
守
師
親
、
千
人
同
心
組
頭

石
坂
森
信
ら
も
和
尚
か
ら
教
え
を
受
け
た

と
い
う
。 

こ
れ
よ
り
先
、
氏
照
は
永
禄
九
年
（
一

五
六
六
）
牛
頭
山
（
朝
遊
山
）
宗
関
寺
を

創
建
し
、
舜
悦
を
請
い
て
開
法
し
た
。
相

州
小
田
原
城
主
北
条
氏
康
も
和
尚
を
城
中

に
招
き
、
終
日
法
を
問
い
、
戒
を
受
け
た

と
い
う
。
ま
た
百
五
代
正
親
町
天
皇
よ
り
、

仏
国
普
照
禅
師
の
勅
号
と
紫
衣
を
賜
っ
て

い
る
。
こ
れ
ら
を
見
て
も
、
卜
山
舜
悦
が

如
何
に
偉
大
な
禅
僧
で
あ
っ
た
か
が
解
る
。 

天
正
元
年
（
一
五
七
三
）
の
秋
、
和
尚

は
心
源
院
に
遷
り
、
天
正
十
七
年
（
一
五

八
九
）
に
は
遠
州
（
静
岡
県
）
石
雲
寺
、

翌
年
牛
頭
（
宗
関
寺
）
に
帰
っ
た
。
暫
く

し
て
再
び
遊
方
し
、
至
る
所
で
化
導
し
た
。 

郡
人
の
地
を
す
て
禅
宇
を
多
く
建
て
た
。

宝
樹
寺
（
裏
高
尾
町
）
、
暉
窓
寺
（
下
恩
方

町
、
廃
寺
）
興
岳
寺
（
千
人
町
）
、
雲
竜
寺

（
山
田
町
）
、
良
泉
寺
（
上
恩
方
町
、
廃
寺
）
、

信
松
院
（
台
町
）
の
諸
刹
は
舜
悦
和
尚
が

第
一
世
と
な
る
。 

寛
永
元
年
（
一
六
二
四
）
秋
、
宗
関
瑞

聖
に
赴
き
、
寛
永
三
年
（
一
六
二
六
）
十

月
二
十
六
日
入
定
帰
寂
。
時
に
百
二
十
歳

古
今
ま
れ
に
見
る
高
齢
で
あ
っ
た
。 

     

                        

ト山舜悦和尚

 

ト山舜悦和尚の墓 
後方ひだりより六番目 
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●
松
姫
の
生
涯 

松
姫
は
、
永
禄
四
年
（
一
五
六
一
）
に

府
中
（
山
梨
県
甲
府
市
）
の
つ
つ
じ
が
崎

の
屋
敷
で
生
ま
れ
た
。
父
親
は
戦
国
時
代

の
武
将
で
、
甲
斐
の
国
を
中
心
に
活
躍
し

た
武
田
信
玄
。
母
親
は
、
油
川
信
友
の
娘

で
油
川
夫
人
と
呼
ば
れ
て
い
た
人
で
あ
る
。 

永
禄
十
年
（
一
五
六
七
）
十
一
月
、
松

姫
七
歳
の
時
に
織
田
信
長
の
長
男
信
忠

（
十
一
歳
、
奇
妙
丸
）
と
婚
約
し
た
。 

元
亀
二
年
（
一
五
七
一
）
、
松
姫
十
一
歳

の
時
に
、
母
油
川
夫
人
が
亡
く
な
る
。
翌

年
に
は
、
武
田
家
と
織
田
家
が
敵
、
味
方

に
分
か
れ
て
し
ま
い
、
信
忠
と
の
婚
約
も

解
消
さ
れ
た
。
さ
ら
に
天
正
元
年
（
一
五

七
三
）
四
月
に
は
信
玄
が
亡
く
な
る
。
織

田
家
は
武
田
家
を
滅
ぼ
そ
う
と
攻
め
る
よ

う
に
な
っ
た
。
武
田
家
が
滅
亡
す
る
天
正

十
年
（
一
五
八
二
）
一
月
下
旬
か
ら
三
月

下
旬
こ
ろ
、
松
姫
は
高
遠
城
の
兄
、
仁
科

盛
信
の
も
と
に
身
を
寄
せ
て
い
た
が
、
織

田
軍
の
武
田
征
伐
が
始
ま
り
、
戦
禍
を
避

け
る
た
め
、
盛
信
の
三
歳
の
姫
、
新
府
城

の
勝
頼
の
四
歳
の
姫
、
人
質
と
し
て
預
か

っ
て
い
た
小
山
田
信
茂
の
養
女
四
歳
の
姫

三
人
と
、
少
数
の
供
を
連
れ
金
照
庵
へ
と

旅
立
っ
た
。
こ
の
年
の
六
月
二
日
、
本
能

寺
の
変
が
起
こ
り
、
信
忠
が
亡
く
な
っ
た
。

同
年
の
秋
、
金
照
庵
か
ら
心
源
院
（
八
王

子
市
下
恩
方
町
）
に
移
っ
た
松
姫
は
剃
髪

し
、
名
を
「
信
松
尼
」
と
改
め
、
信
忠
を

は
じ
め
武
田
家
一
族
の
冥
福
を
祈
っ
た
。 

心
源
院
で
八
年
間
の
修
業
を
積
み
、
天

正
十
八
年
（
一
五
九
〇
）
の
秋
、
御
所
水

の
里
（
八
王
子
市
台
町
）
の
あ
ば
ら
家
に

移
り
住
ん
だ
。
尼
と
し
て
の
生
活
を
送
り

な
が
ら
、
姫
た
ち
を
育
て
た
。
収
入
は
、

寺
子
屋
で
近
所
の
子
ど
も
た
ち
に
読
み
書

き
を
教
え
、
織
物
を
作
る
こ
と
で
得
て
い

た
。
織
物
は
、
蚕
を
育
て
、
糸
を
紡
ぐ
こ

と
か
ら
始
ま
り
、
織
り
ま
で
一
連
の
作
業

を
こ
な
し
て
い
た
。 

松
姫
の
織
り
方
が
八
王
子
織
物
の
元
に

な
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
旧

武
田
家
家
臣
で
あ
り
、
当
時
江
戸
幕
府
代

官
頭
の
大
久
保
長
安
や
八
王
子
千
人
同
心

の
援
助
を
受
け
、
現
在
の
八
王
子
市
台
町

に
信
松
院
を
開
基
。
元
和
二
年
（
一
六
一

六
）
四
月
十
六
日
死
去
。
享
年
五
十
六
歳
。

草
庵
は
信
松
院
と
な
る
。
法
名
「
信
松
院

殿
月
峰
永
琴
大
禅
定
尼
」 

正
徳
四
年
（
一
七
一
四
）
松
姫
百
回
忌
。

松
姫
の
兄
の
仁
科
盛
信
の
子
孫
資
真
か
ら

小
早
川
隆
景
が
朝
鮮
出
兵
で
使
用
し
た
、

軍
船
ひ
な
形
が
寺
に
寄
贈
さ
れ
、
現
在
も

残
っ
て
い
る
。
信
松
尼
の
木
像
も
こ
の
頃

作
ら
れ
た
。
こ
の
寺
に
は
、
戦
前
ま
で
境

内
に
松
姫
が
植
え
た
松
（
案
下
峠
の
松
）

が
あ
っ
た
が
、
昭
和
二
十
年
（
一
九
四
五
）

八
月
の
八
王
子
空
襲
で
焼
失
し
て
い
る
。 

 
         

松姫坐像 



6 
 

●
小
谷
田

こ

や

た

子
寅

し

い

ん

の
碑 

小
谷
田
子
寅
は
、
千
人
同
心
の
一
人
で
、

名
を
権
右
衛
門
昌
亮
と
言
う
。
宝
暦
十
一

年
（
一
七
六
一
）
武
蔵
国
多
摩
郡
川
口
村

（
現
・
八
王
子
市
川
口
町
）
に
生
ま
れ
る
。

幼
く
し
て
父
親
を
亡
く
し
た
が
、
勉
強
に

励
み
特
に
医
学
に
明
る
か
っ
た
。
薬
を
乞

う
者
、
診
断
を
求
め
る
者
が
あ
と
を
絶
た

ず
、
民
衆
に
慕
わ
れ
て
い
た
と
い
う
。
こ

の
善
徳
を
称
え
る
た
め
、
天
保
七
年
（
一

八
三
六
）
に
境
内
山
門
近
く
に
碑
を
建
て

た
。
こ
の
碑
は
同
心
組
頭
塩
野
適
斎
の
撰

文
、
植
田
孟
縉
が
揮
毫
な
ら
び
に
刻
字
し

た
大
変
貴
重
な
碑
で
あ
る
。
碑
面
に
は
三

百
八
十
六
文
字
が
刻
ん
で
あ
る
。 

        

●
山
本
満
次
郎
最
武
の
墓 

 

天
然
理
心
流
四
世
山
本
満
次
郎
最
武
の

墓
は
、
四
脚
門
の
脇
に
あ
る
。
満
次
郎
最

武
は
、
頭
脳
明
晰
な
人
で
あ
っ
た
と
い
わ

れ
、
増
田
蔵
六
か
ら
指
南
免
許
を
得
た
唯

一
の
人
物
で
あ
る
。
近
藤
三
助
、
松
崎
則

榮
ら
の
天
然
理
心
流
を
継
ぎ
、
恩
方
下
原

の
道
場
で
門
下
生
た
ち
に
天
然
理
心
流
は

も
と
よ
り
、
静
流
薙
刀
、
観
世
当
流
小
謡
、 

小
笠
原
流
諸
礼
躾
方
な
ど
幅
広
く
教
え
て

い
た
。 
            

                        

小谷田子寅の碑 

山本満次郎最武の墓 

山
本
満
次
郎
免
許
皆
伝
の
書 
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●
宇
賀
神 

穀
物
の
神
。
転
じ
て
福
の
神
と
さ
れ
、

弁
財
天
と
同
一
視
さ
れ
た
。
天
女
形
の
像

が
多
い
。
ま
た
白
蛇
を
神
と
し
て
祀
っ
た

も
の
、
狐
を
神
と
す
る
説
も
あ
る
。
以
前
、

心
源
院
の
宇
賀
神
様
の
周
り
は
池
だ
っ
た

と
い
う
。
石
の
蛇
像
の
首
は
無
く
な
っ
て

い
る
。 

               

石の蛇塚 宇賀神像 

天然理心流 近藤三助・松崎則栄を中心とする系譜 
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●
今
も
残
る
ヒ
ュ
ー
ム
管 

昭
和
二
十
九
年
農
業
電
気
揚
水
（
十
五

馬
力
）
が
、
国
と
都
の
補
助
金
で
小
田
野

地
区
に
完
成
し
た
。
小
田
野
地
区
の
水
田

耕
作
は
、
観
栖
寺
前
の
芦
が
沢
か
ら
の
湧

水
を
利
用
。
動
力
ポ
ン
プ
で
地
下
水
を
汲

み
上
げ
、
灌
漑
用
水
と
し
て
利
用
す
る
も

の
で
あ
っ
た
。
段
丘
崖
の
横
腹
に
ヒ
ュ
ー

ム
管
を
通
し
、
水
は
心
源
院
の
西
を
流
れ

る
北
浅
川
か
ら
も
汲
み
上
げ
た
。
そ
の
長

さ
は
八
百
ｍ
に
達
し
、
用
水
の
受
益
面
積

は
約
八
㏊
に
及
ん
だ
と
い
う
。 

           

●
秋
葉
神
社 

祭
神 

軻
遇
突
知
命
（
か
ぐ
つ
ち
の
み
こ
と
） 

創
建 

不
詳 

例
祭 

八
月
十
七
日 

 

元
文
二
年
（
一
七
三
七
）
、
別
当
心
源
院

二
十
一
世
及
び
関
口
八
兵
衛
に
よ
り
社
殿

を
造
営
。
防
火
の
神
と
し
て
崇
敬
さ
れ
て

い
る
。 

              

③
写
真
家

前
田
真
三 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

下
恩
方
町 

 

前
田
真
三
は
、
大
正
十
一
年
（
一
九
二

二
）
六
月
三
日
恩
方
村
（
現
、
下
恩
方
町
）

に
生
ま
れ
た
。
昭
和
十
六
年
（
一
九
四
一
）

府
立
織
染
学
校(

現
都
立
八
王
子
工
業
高

校)

卒
業
。
拓
殖
大
学
開
拓
科
入
学
。
昭
和

二
十
三
年
（
一
九
四
八
）
日
綿
実
業
に
入

社
。
趣
味
と
し
て
風
景
写
真
を
撮
っ
て
い

た
。
昭
和
四
十
二
年
（
一
九
六
七
）
株
式

会
社
丹
溪
を
設
立
し
、
写
真
活
動
に
入
る
。

昭
和
四
十
六
年
（
一
九
七
一
）
日
本
列
島

縦
断
撮
影
旅
行
を
約
三
カ
月
に
わ
た
り
敢

行
。
そ
の
帰
路
、
美
瑛
・
上
富
良
野
の
丘

陵
地
帯
に
日
本
の
新
し
い
風
景
を
発
見
。

昭
和
四
十
九
年
は
じ
め
て
の
写
真
集
『
ふ

る
さ
と
の
四
季
』
刊
行
。
以
後
、
風
景
写

真
の
分
野
に
新
し
い
作
風
を
確
立
し
、

数
々
の
賞
を
受
賞
し
た
。
独
特
の
感
性
で

自
然
を
切
り
撮
っ
た
写
真
は
前
田
調
、
丹

渓
調
と
も
呼
ば
れ
た
。 

写
真
集
に
は 

・
昭
和
五
十
一
年
「
ふ
る
さ
と
の
山
河
」 

今も残るヒューム管 

秋葉神社 
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・
昭
和
五
十
三
年
「
春
夏
秋
冬
」 

・
昭
和
五
十
七
年
「
山
河
有
情
」 

・
昭
和
五
十
八
年
「
一
木
一
草
」 

・
昭
和
五
十
九
年
「
上
高
地
」 

そ
の
他
、
自
然
観
を
中
心
と
し
た
写
真
集

を
多
数
発
表
し
て
い
る
。
平
成
十
年
（
一

九
九
八
）
死
去
。
享
年
七
十
六
歳
。 

                 

                        

④
二
十
三
夜
塔 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

下
恩
方
町 

下
弦
の
月
の
出
を
待
つ
秋
の
行
事
で
、

二
十
三
夜
の
月
待
ち
と
い
う
。
二
十
三
日

の
夜
、
講
中
が
集
ま
り
、
勤
行
飲
を
供
に

し
て
月
の
出
を
待
つ
も
の
で
あ
る
。 

 

勢
至
菩
薩
の
有
縁
日
が
二
十
三
日
で
、

こ
の
夜
に
礼
拝
を
行
う
と
、
三
体
の
菩
薩

が
現
れ
一
度
に
拝
め
る
と
い
う
。
収
穫
祈

願
の
原
始
宗
教
の
一
つ
と
い
え
る
。
こ
の

夜
は
、
精
進
潔
斎
し
、
同
衾
（
ど
う
き
ん
）

を
忌
む
と
さ
れ
て
お
り
、
庚
申
信
仰
と
習

合
し
て
い
る
と
も
考
え
ら
れ
て
い
る
。 

 

恩
方
地
区
の
河
原
宿
で
は
、
今
で
も
ロ

ウ
ソ
ク
を
立
て
、
供
物
を
供
え
て
い
る
。

こ
の
地
の
二
十
三
夜
塔
は
、
自
然
石
に
草

書
体
で
彫
ら
れ
た
文
字
塔
で
、
恩
方
地
区

で
は
九
塔
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。 

     
前田真三写真集「田舎」より 

梅の香薫る古道を行く 題名：春霞に煙る山里に桜ひそやか 

前田真三氏 前田真三の生家 
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⑤
庚
申
塔 

下
恩
方
町 

 

庚
申
信
仰
の
根
幹
は
、
人
の
体
内
に
い

る
三
尸
（
さ
ん
し
）
の
虫
が
、
六
十
日
ご

と
に
廻
っ
て
く
る
庚
申
の
夜
天
に
昇
っ
て
、

そ
の
人
の
罪
過
を
天
帝
に
告
げ
、
そ
の
せ

い
で
生
命
を
縮
め
ら
れ
る
と
さ
れ
る
も
の

で
あ
る
。
そ
こ
で
寝
ず
の
番
を
す
る
と
い

う
道
教
の
信
仰
か
ら
、
健
康
長
寿
を
祈
念

す
る
信
仰
遊
戯
へ
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

特
に
室
町
時
代
に
は
、
道
教
と
仏
教
の
融

合
の
結
果
、
庚
申
待
ち
の
講
が
結
ば
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
。
そ
し
て
、
庚
申
塔
造
立

が
始
ま
っ
た
の
で
あ
る
。 

 

庚
申
待
ち
の
行
事
や
庚
申
塔
造
立
は
、

人
の
延
命
招
福
に
あ
る
が
、
同
時
に
村
人

達
の
連
携
に
も
繋
が
っ
て
い
っ
た
。
庚
申

塔
は
、
江
戸
時
代
に
は
多
様
な
類
型
を
と

り
な
が
ら
、
沖
縄
を
除
く
全
国
各
地
に
造

立
さ
れ
た
。
ま
た
、
庚
申
講
が
維
持
さ
れ

て
い
る
地
域
も
あ
る
と
い
う
。 

  

                        

二十三夜塔 

庚 申 塔 

庚
申
塔
の
各
部
名
称 
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⑥
西
川
古
流
座 

下
恩
方
一
五
六
六 

 

前
身
は
，
瀬
沼
時
太
郎
（
二
代
目
西
川

古
柳
）
が
、
十
八
、
九
歳
の
頃
、
初
代
西

川
古
柳
に
弟
子
入
り
し
た
こ
と
か
ら
始
ま

る
。
大
正
末
か
ら
昭
和
初
期
に
か
け
て
、

三
田
村
鳶
魚
、
平
音
次
郎
、
河
竹
繁
俊
ら

の
支
援
を
受
け
る
。
は
じ
め
は
、「
西
川
連

中
」
と
い
う
名
称
を
使
っ
て
興
行
し
て
い

た
よ
う
で
あ
る
が
、
昭
和
十
三
年
の
時
太

郎
の
記
録
で
は
既
に
「
八
王
子
車
人
形
」

の
呼
称
を
使
っ
て
い
る
。
古
柳
座
の
芸
能

は
、
初
代
西
川
古
柳
や
、
江
戸
の
最
後
の

人
形
遣
い
吉
田
冠
十
郎
、
文
楽
の
吉
田
文

昇
ら
の
指
導
を
受
け
て
い
る
。
さ
ら
に
、

伝
統
的
な
車
人
形
の
操
法
を
基
礎
と
し
て
、

新
た
な
工
夫
を
重
ね
、
昭
和
五
十
六
年
に

は
乙
女
文
楽
の
技
法
を
取
り
入
れ
た
「
新

車
人
形
」
を
考
案
。
さ
ら
に
古
柳
座
独
自

の
用
具
な
ど
も
考
案
し
て
新
作
の
上
演
も

可
能
に
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
様
々
な
工

夫
を
凝
ら
し
、
伝
統
的
な
人
形
芝
居
を
伝

承
す
る
と
と
も
に
、
西
川
古
柳
座
は
日
本

各
地
、
さ
ら
に
諸
外
国
に
ま
で
車
人
形
の

技
法
を
通
じ
て
地
域
文
化
、
日
本
文
化
を

紹
介
し
て
い
る
。 

    

江戸前期の庚申塔 

様々な庚申塔（江戸後期） 

江戸中期～後期の庚申塔 
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●
車
人
形 

 

車
人
形
は
「
ろ
く
ろ
車
」
と
い
う
、
前

に
二
個
、
後
ろ
に
一
個
の
車
輪
が
つ
い
た

箱
形
の
車
に
腰
掛
け
て
、
一
人
の
人
形
遣

い
が
、
一
体
の
人
形
を
繰
る
特
殊
な
人
形

芝
居
。 

 

江
戸
時
代
の
終
わ
り
頃
、
現
在
の
埼
玉

県
飯
能
市
に
生
ま
れ
た
山
岸
柳
吉
（
初
代

西
川
古
柳
）
が
考
案
し
、
そ
の
後
、
近
郊

の
神
楽
師
（
神
事
芸
能
を
専
業
と
す
る
人
）

を
中
心
に
、
農
山
村
や
八
王
子
織
物
の
生

産
に
関
わ
る
人
の
娯
楽
と
し
て
親
し
ま
れ

て
き
た
。 

 

ろ
く
ろ
車
の
発
明
は
、
そ
れ
ま
で
に
あ

っ
た
江
戸
系
の
三
人
遣
い
の
人
形
芝
居
を

合
理
化
し
た
も
の
で
、
少
人
数
の
座
員
で

簡
易
な
舞
台
で
の
公
演
を
可
能
に
し
た
。

ま
た
、
舞
台
を
選
ば
な
い
こ
と
か
ら
、
他

の
芸
能
と
の
共
演
も
可
能
で
、
演
出
の
幅

が
広
い
の
も
特
徴
。
演
目
は
伝
説
や
、
歴

史
上
の
人
物
に
題
材
を
得
た
も
の
か
ら
、

比
較
的
新
し
い
物
語
、
そ
し
て
洋
舞
ま
で

八
王
子
車
人
形
の
演
目
は
多
岐
に
渡
る
。

代
表
的
な
も
の
に
は
、
三
番
叟
、
東
海
道

中
膝
栗
毛
、
佐
倉
義
民
伝 

宗
吾
と
甚
兵

衛
、
葛
の
葉
、
傾
城
阿
波
の
鳴
門
な
ど
が

あ
る
。 

 

現
在
は
、
八
王
子
市
の
西
川
古
柳
座
の

ほ
か
に
、
埼
玉
県
三
芳
町
の
竹
間
沢
、
東

京
都
西
多
摩
郡
奥
多
摩
町
の
川
野
に
車
人

形
は
伝
え
ら
れ
て
い
る
。 

                

                        

三
番
叟
（
さ
ん
ば
そ
う) 

東海道中膝栗毛 日高川入相花王（渡しの段） 



13 
 

                        

                        

                       

葛 の 葉 佐倉義民伝 

足 
人形のかかとについている「かかり」
を遣い手の足の間に挟んで、人形の
足を動かす。この工夫で、人形の足
が直接舞台を踏むことが出来る。 

ろくろ車 
箱の中の前に二輪、後ろに一輪の車輪が
ついている。後方の車輪は幅広で中央が
膨らんでいて、体重をかけると自由に方
向転換できる。 

手 
右手は使い手が右手で持って直接動かす。
左手は「弓手（ゆんで）」といって、肘の
部分にクジラのひげがバネとして仕込ま
れていて、右手首にかけた紐と首を持った
左手の指で巧みに繰る。 

首（かしら） 
使い手は左手で人形の左手と
首をもって扱う。 
この人形の左手に工夫がある。 
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●
説
経
浄
瑠
璃 

 

説
経
、
あ
る
い
は
説
経
節
は
本
来
仏
教

伝
道
の
ひ
と
つ
の
手
段
で
あ
っ
た
が
、
や

が
て
芸
能
化
し
、
江
戸
時
代
に
入
っ
て
人

形
芝
居
と
提
携
し
て
興
行
を
始
め
た
。
浄

瑠
璃
に
影
響
を
与
え
、
浄
瑠
璃
の
中
に
は

説
経
節
の
曲
節
を
取
り
入
れ
て
い
る
曲
も

あ
り
、
そ
れ
ら
を
「
説
経
浄
瑠
璃
」
と
も

称
す
る
が
、
説
経
節
と
浄
瑠
璃
は
本
来
別

の
も
の
で
あ
る
。 

説
経
節
の
内
容
は
霊
験
物
な
ど
に
限
ら

れ
て
い
た
た
め
、
次
々
と
新
機
軸
を
取
り

入
れ
る
浄
瑠
璃
に
圧
倒
さ
れ
て
衰
退
し
た
。

そ
の
説
経
節
が
復
活
し
た
の
は
寛
政
年
間

（
一
七
八
九
～
一
八
○
一
）
で
、
幕
末
に

多
摩
地
方
に
伝
わ
り
土
着
し
た
。
八
王
子

車
人
形
と
と
も
に
行
わ
れ
て
い
た
薩
摩
派

の
説
経
節
も
、
こ
の
頃
に
生
ま
れ
た
際
文

と
説
経
を
組
み
合
わ
せ
た
「
説
経
際
文
」

が
薩
摩
派
を
名
乗
っ
た
こ
と
に
は
じ
ま
る
。

八
王
子
の
説
経
節
は
大
正
～
昭
和
初
期
に

隆
盛
し
た
後
衰
退
し
た
。
現
在
は
昭
和
六

十
一
年
に
発
足
し
た
「
説
経
節
の
会
」
が

復
興
伝
承
に
努
め
て
い
る
。 

                  

●
三
田
村

み

た

む

ら

鳶
魚

え
ん
ぎ
ょ 

 

江
戸
風
俗
研
究
者
、
鳶
魚
は
八
王
子
の

伝
統
芸
能
、
車
人
形
を
世
に
知
ら
し
め
た

人
物
で
あ
る
。 

 

明
治
三
年
（
一
八
七
○
）
三
月
、
大
横

町
の
織
物
買
継
商
の
家
に
生
ま
れ
た
鳶
魚

は
、
本
名
を
、
玄
龍
（
げ
ん
り
ゅ
う
）
と

い
っ
た
。
幼
少
の
こ
ろ
、
僧
に
な
る
た
め

広
園
寺
（
山
田
町
）
に
入
山
し
た
が
、
兄

の
死
に
よ
り
還
俗
（
げ
ん
ぞ
く
）
。
長
じ
て

私
塾
に
学
び
、
明
治
二
十
年
（
一
八
八
七
）

自
由
民
権
運
動
に
身
を
投
じ
た
後
、
新
聞

や
雑
誌
に
た
び
た
び
寄
稿
。
江
戸
の
風
俗
、

文
化
の
研
究
に
頭
角
を
あ
ら
わ
し
た
。 

 

明
治
末
期
か
ら
は
研
究
に
没
頭
。
江
戸

時
代
の
風
俗
、
文
化
研
究
、
時
代
考
証
の

第
一
人
者
と
い
わ
れ
る
ま
で
に
な
り
、
そ

の
成
果
は
後
に
「
三
田
村
鳶
魚
全
集
」
二

十
七
巻
、
別
巻
一
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
た
。 

 

大
正
十
三
年
（
一
九
二
四
）
に
は
劇
作

家
、
坪
内
逍
遙
を
八
王
子
に
招
い
て
車
人

形
を
観
賞
。
感
動
し
た
逍
遥
に
よ
っ
て
東

京
公
演
が
実
現
、
中
央
に
車
人
形
が
紹
介

さ
れ
た
。 

 

昭
和
二
十
七
年
（
一
九
五
二
）
五
月
疎

開
先
の
山
梨
県
下
部
で
没
し
た
。
享
年
八

十
二
歳
。 

 
説教浄瑠璃の本 
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⑦
御
嶽
神
社 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

下
恩
方 

勧
請 

不
明 

祭
神  

少
彦
名
命 

 
 

 

大
己
貴
命 

 
 

 

大
山
祇
命 

例
祭 

百
八
灯
（
四
月
第
二
土
曜
日
） 

創
建
年
代
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
寛
文

七
年
（
一
六
六
七
）
に
勧
請
し
た
と
の
伝

承
が
あ
る
。 

現
在
の
社
殿
は
、
貞
享
四
年
（
一
六
八

七
）
再
建
さ
れ
た
。
境
内
に
は
、
菅
原
神

社
も
合
祀
さ
れ
て
い
る
。 

          

                        

              

●
百
八
灯 

 

河
原
宿
御
嶽
神
社
の
例
祭
に
行
わ
れ
る
。

先
祖
供
養
と
は
切
り
離
さ
れ
た
形
で
な
さ

れ
て
い
る
と
い
う
点
で
珍
し
く
、
し
か
も

そ
れ
が
御
嶽
山
信
仰
と
も
結
び
つ
き
、
御

嶽
神
社
の
春
祭
り
の
一
環
と
し
て
な
さ
れ

て
き
た
と
こ
ろ
に
特
色
が
あ
る
。 

百
八
灯
と
は
、
人
間
の
百
八
つ
の
煩
悩

を
ぬ
ぐ
い
去
る
と
と
も
に
、
豊
穣
・
家
内

御嶽神社鳥居 

御嶽神社 太 子 堂 

聖徳太子像 
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安
全
を
祈
願
す
る
も
の
で
あ
る
。
戦
前
は

難
病
平
癒
を
祈
願
し
て
ロ
ウ
ソ
ク
を
奉
納

す
る
人
々
が
多
く
見
ら
れ
た
が
、
第
二
次

大
戦
中
は
出
征
者
の
無
事
祈
願
の
意
を
込

め
て
、
諸
願
成
就
の
た
め
の
祈
り
の
儀
式

と
し
て
、
氏
子
ら
が
一
本
ず
つ
灯
明
を
奉

納
し
て
き
た
と
い
う
。
昭
和
十
八
年
～
十

九
年
（
一
九
四
三
～
一
九
四
四
）
頃
に
は

軍
の
命
令
に
よ
る
灯
火
管
制
で
、
百
八
灯

の
行
事
も
禁
止
さ
れ
た
。
復
活
し
た
の
は

四
十
年
後
の
昭
和
五
十
六
年
（
一
九
八
一
）

の
こ
と
で
、
地
元
の
馬
場
源
五
郎
氏
（
八

王
子
市
下
恩
方
町
）
ら
の
呼
び
か
け
と
尽

力
に
よ
っ
て
実
現
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。 

 
 

 

こ
の
年
の
百
八
灯
で
は
四
千
本
も
の
ロ

ウ
ソ
ク
が
と
も
さ
れ
、
新
聞
に
も
大
き
く

取
り
上
げ
ら
れ
た
。
石
段
両
側
の
斜
面
上

に
は
、
氏
子
ら
に
よ
っ
て
次
々
に
ロ
ウ
ソ

ク
が
と
も
さ
れ
て
い
き
、
下
か
ら
見
る
と

暗
闇
の
中
に
小
さ
な
灯
火
が
満
天
の
星
の

よ
う
に
き
ら
め
い
て
、
実
に
美
し
く
、
幻

想
的
で
神
秘
的
な
雰
囲
気
に
つ
つ
ま
れ
る
。 

  

                        

                 
八百灯祭 

御 神 楽 
八百灯祭 
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◎
参
考
資
料 

 

・
東
京
都
の
歴
史
散
歩 

山
川
出
版 

・
夕
焼
け
の
里
を
訪
ね
て 

・
恩
方
の
歴
史
を
知
る
会 

・
八
王
子
辞
典 

・
歴
史
と
浪
漫
の
散
歩
道 

・
歴
史
散
歩
事
典 

・
八
王
子
市
史 

・
新
編
武
蔵
風
土
記
稿 

・
八
王
子
の
歴
史
と
文
化 

・
大
日
本
人
名
辞
書 

・
古
文
書
を
探
る
会
案
内
書 

・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
各
ペ
ー
ジ 

・
昭
文
社
地
図 

・
八
王
子
観
光
マ
ッ
プ 

・
八
王
子
市
地
図 
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参 考 

参 考 


